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通期業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成

16日～平成30年５月15日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成

連結売上高

前回発表予想（Ａ） 77,700

今回修正予想（Ｂ） 77,900

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200

増 減 率（ ％ ） 0.3

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（平成 29 年５月期）
87,844

（注）前期実績につきましては、単独株式移転により完全子会社となった株式会社サッポロドラッグス

トアーの連結財務諸表を引き継いで作成しており、当社は

間となっております。

２．修正の理由

小売業全体での低価格競争にともない

売上総利益が予想を下回ることが見込まれ

超えて推移していること、建築資材や人件費の高騰

ていること、今後の登録販売者等の確保に向けた契約社員の処遇見直しを前倒しで行って

により、販売費及び一般管理費が予想を上回る

あります。

当社グループといたしましては、

店舗運営コストの削減をより積極的に推進するとともに、不振店対策の取組みを強化させることなど

より、修正後の連結業績計画の達成に向け全社を挙げて取組んで

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報と予測に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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通期業績予想の修正に関するお知らせ

平成29年６月23日に公表いたしました平成30年５月期（平成

日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

正（平成 29 年５月 16日～平成 30 年５月 15 日）

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

77,700 1,000 1,000

77,900 450 450

200 △550 △550

0.3 △55.0 △55.0

87,844 1,318 1,333

、単独株式移転により完全子会社となった株式会社サッポロドラッグス

トアーの連結財務諸表を引き継いで作成しており、当社は９ヶ月間、連結子会社は、

小売業全体での低価格競争にともない、計画を超えた販売価格の強化を実施していることなどにより

ることが見込まれる一方、原油価格の上昇にともなう電気料金の単価

建築資材や人件費の高騰など新規出店におけるコストが想定を超えて増加し

の確保に向けた契約社員の処遇見直しを前倒しで行って

により、販売費及び一般管理費が予想を上回ることが見込まれるため、連結業績予想を修正するもので

しましては、商品政策の見直し等による売上総利益率の改善

削減をより積極的に推進するとともに、不振店対策の取組みを強化させることなど

結業績計画の達成に向け全社を挙げて取組んでまいります。

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報と予測に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

平成 29 年 12 月８日

サツドラホールディングス株式会社

富 山 浩 樹

東証第１部・札証）

管理担当 高 野 徹 朗

（ Ｔ Ｅ Ｌ ． ０ １ １ － ７ ８ ８ - ５ １ ６ ６ ）

年５月期（平成29年５月

日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

日）

親会社株主に帰属

する当期純利益

１ 株 当 た り

連結当期純利益

500 108.82

140 30.47

△360

△72.0

708 154.26

、単独株式移転により完全子会社となった株式会社サッポロドラッグス

９ヶ月間、連結子会社は、15ヶ月間の会計期

を超えた販売価格の強化を実施していることなどにより

、原油価格の上昇にともなう電気料金の単価が想定を

新規出店におけるコストが想定を超えて増加し

の確保に向けた契約社員の処遇見直しを前倒しで行っていることなど

連結業績予想を修正するもので

による売上総利益率の改善や作業改革等による

削減をより積極的に推進するとともに、不振店対策の取組みを強化させることなどに

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報と予測に基づき作成したものであり、

以 上


